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『
文
化
』
第
三
十
三
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
今
号
は
、
宗
教
に

関
す
る
論
文
三
篇
、
美
術
に
関
す
る
論
文
一
篇
、
哲
学
に
関
す
る
論
文

一
篇
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

宗
教
分
野
で
は
、
新
潟
の
女
性
シ
ャ
ー
マ
ン
の
託
宣
儀
礼
の
考
察
を

行
な
っ
た
論
考
、
明
治
中
頃
に
仏
教
改
良
運
動
に
携
わ
っ
た
中
西
牛
郎

に
つ
い
て
、
初
期
の
熊
本
時
代
の
様
子
を
考
察
し
た
論
考
、
タ
イ
に
お

け
る
仏
教
知
識
人
の
政
教
関
係
論
に
関
す
る
論
考
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
美
術
分
野
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
考
古
学
者
ア
ッ
カ
ン
に
関
す

る
論
考
を
、
哲
学
分
野
で
は
、
名
誉
教
授
の
久
保
先
生
よ
り
、
観
念
論

の
可
能
性
に
関
す
る
最
終
講
義
（
平
成
二
十
六
年
二
月
二
七
日
）
に
基

づ
く
原
稿
を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
総
合
教
育
研
究
部
で
は
、
一
部
に
半
期
授
業
が
組
み
込
ま

れ
、
科
目
名
の
変
更
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
初
年
次
セ
ミ
ナ
ー
も

始
ま
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
変
化
の
大
き
な
年
で
し
た
。
ご
協
力
い

た
だ
け
ま
し
た
皆
様
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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